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私
は
看
護
師
と
な
り
２５
年
が
経
ち
、
経
験
年
数
だ
け
は
ベ
テ
ラ
ン
の
域
を
迎
え
て
い

ま
す
。

　
４０
代
を
迎
え
る
頃
に
、
一度
中
断
し
た
夢
の
続
き
を
み
ら
れ
る
機
会
を
得
て
、
精
神

科
認
定
看
護
師
の
資
格
を
と
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
繊
細
で
気
を
つ
か
い
す
ぎ
、
表
現
は
上
手
で
な
い
か
ら
、
伝
え
よ
う
と
し
て
も
相
手

を
時
に
イ
ラ
つ
か
せ
て
し
ま
っ
た
り
、
上
手
な
嘘
も
つ
け
ず
、
言
い
訳
が
苦
手
、
こ
の
よ

う
な
人
達
の
症
状
に
影
響
を
受
け
た
言
動
は
、
時
に
奇
異
と
し
か
受
け
取
ら
れ
な
い

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ
ん
な
精
神
疾
患
を
も
つ
人
た
ち
に
と
っ
て
、「
人
と
つ
な
が
っ
て
い

た
い
」「
分
か
っ
て
も
ら
い
た
い
」「
助
け
て
も
ら
い
た
い
」の
サ
イ
ン
を
伝
達
す
る
こ
と
は
難

し
い
こ
と
で
す
。

　
だ
か
ら
、
精
神
疾
患
で
苦
し
む
人
か
ら
周
囲
は
離
れ
、
孤
立
し
て
し
ま
い
ま
す
。

疾
患
か
ら
表
出
さ
れ
る
イ
メ
ー
ジ
だ
け
で
な
く
、
周
囲
か
ら
の
歴
史
的
な
偏
っ
た
見
方

に
も
苛
ま
れ
、
二
重
、
三
重
の
苦
し
み
の
中
で
社
会
生
活
を
お
く
っ
て
い
る
人
が
数
多

く
存
在
し
て
い
て
、
そ
ん
な
疾
患
の
根
っ
こ
の
と
こ
ろ
の
現
実
は
２５
年
前
も
今
も
、
そ

う
大
し
て
変
わ
って
い
な
い
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
の
２５
年
、
精
神
疾
患
を
も
つ
人
が
安
心
し
て
地
域
で
暮
ら
せ
る
た
め
に
私

達
に
で
き
る
こ
と
は
何
で
し
ょ
う
か
？

　「
心
病
め
る
人
の
声
を
正
し
く
理
解
す
る
こ
と
。」な
ん
て
い
う
分
か
り
き
っ
た
こ
と
を

常
に
実
践
す
る
こ
と
は
難
し
い
で
す
が
、
そ
の
人
が
伝
え
た
い
こ
と
を
理
解
す
る
た
め
に

は
時
間
を
か
け
、
話
の
内
容
を
要
約
、
焦
点
化
し
、
リ
フ
レ
ー
ミ
ン
グ
す
る
こ
と
が
大

切
で
す
。
手
間
な
様
で
は
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
人
の
想
い
を
引
き
出
し
、
共
感
を
得
ら

れ
た
時
、
そ
れ
は
そ
の
人
の
回
復
に
力
を
与
え
る
こ
と
の
で
き
る
瞬
間
と
な
り
ま
す
。

　「
あ
な
た
」の
話
を
聴
く
た
め
に
今
か
ら
の
時
間
を
つ
か
う
。
短
く
て
も
、
そ
う
い
う

時
間
を
そ
の
人
の
た
め
に
意
図
的
に
つ
く
る
こ
と
で
受
け
る
小
さ
な「
特
別
」は
、
そ
の

人
に
と
って一時
の「
癒
し
」に
な
る
と
、
こ
れ
ま
で
の
経
験
か
ら
感
じ
る
の
で
す
。

　
き
っ
と
看
護
師
で
あ
れ
ば
だ
れ
も
が
小
さ
な「
特
別
」を
そ
の
人
の
た
め
に
つ
く
っ
て
い

る
は
ず
で
す
。
そ
れ
を
意
識
的
に
お
こ
な
って
、
そ
れ
が一時
の「
癒
し
」に
つ
な
が
って
い

た
と
す
れ
ば
、
そ
れ
も
ひ
と
つ
の
看
護
の
あ
り
方
だ
と
思
い
ま
す
。

　
気
丈
で
適
度
に
気
が
つ
い
て
、
表
現
は
上
手
、
相
手
に
理
解
を
求
め
る
こ
と
が
で
き

て
、
時
に
は
バ
レ
な
い
嘘
を
つ
き
、
巧
み
に
言
い
訳
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
そ
ん
な
私

は
、
偏
見
と
対
立
す
る
た
め
に
心
病
め
る
人
に
寄
り
添
う
の
で
は
な
く
、
偏
見
も
あ

る
と
い
う
事
実
を
受
け
止
め
、
社
会
で
生
活
す
る
そ
の
人
の
気
持
ち
を
受
容
し
て
い
く

こ
と
が
精
神
科
看
護
師
に
必
要
な
資
質
の一つ
だ
と
思
う
の
で
す
。

　「
変
え
ら
れ
な
い一日
に
寄
り
添
い
、
変
わ
って
い
く
一日
に
寄
り
添
う
」

　
精
神
科
に
対
す
る
社
会
の
変
化
は
決
し
て
早
く
は
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
こ
れ
に
焦

る
こ
と
な
く
、
心
病
め
る
人
と
共
に
歩
み
、
安
心
を
感
じ
て
も
ら
う
た
め
に
、
そ
し
て

同
職
者
一人
ひ
と
り
の
存
在
が
必
要
不
可
欠
で
あ
る
と
感
じ
て
も
ら
う
た
め
に
、
私
は

精
神
科
認
定
看
護
師
を
続
け
て
い
ま
す
。

憂
う
心
を
人
と
し
て
支
え
る玉
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師

編集
後記

　今回も広報誌こころ秋号を発刊するこ
とができました。ありがとうございます。
　10月15 ～18日は新居浜太鼓祭りで

した。当院では、10月16日に新田太鼓台と中筋
太鼓台に来院いただき、患者さん・職員共に秋の
訪れを感じられたひと時となりました。
　お祭りが終わり、ますます気温が低くなります。
お体ご自愛ください。

2019・11・1000

季節のしゃしん
「澄んだ秋空と令和最初の秋祭り」

No.43No.43
メディカルスクール2019メディカルスクール2019
in十全総合病院が開催されました！
　2019年９月28日㈯十全総合病
院にて、医療の仕事を目指す中高
生を対象とした医療体験教室メ
ディカルスクール2019が開催さ

れました。この体験教室は2013年より毎年開催され
ており今年で７回目となります。当院からも、医師及
び作業療法士、事務員がスタッフとして参加しました。
　今回参加いただいた中高生は23名で、愛媛大学及
び高知大学の医学生５名の応援参加もあり、中高生に
とっては年齢的にも身近に感じることのできる先輩役
がいることでリラックスした楽しい雰囲気の中で体験
教室を開始することができました。
　体験内容は模型の胃の中の異物を内視鏡でつかみ
取る胃内視鏡検査体験や、メスを使い鶏肉から腫瘍に
見立てたビーズを取り出す模擬手術、また他にも超音
波検査、リハビリテーション、縫合、整形外科肩関節
鏡手術等となっており、実際の医療現場で医療者と同
じ制服を着用しながら本格的な医療体験に挑戦しても
らいました。
　参加した生徒からは「難しいけど、道具を触ったの

が初めてなので楽しい」「前よりもっと医療関係で働き
たいなという意志が強くなった」等の感想をいただくこ
とができ、命を守る医療の仕事を実感してもらえたの
ではないかと思います。
　今回の体験教室が、将来の地域を支える医療従事
者を目指すきっかけとなり、また不足している医師、
看護師等専門の医療従事者の養成や育成に繋がるこ
とを願っています。

環境負荷を抑えた植物油インキと適切に管理された
森林から生産された紙を使用しています。

自立訓練（生活訓練・宿泊型訓練）事業所国領荘
◎生活のしづらさをもつ患者さまの社会参加と社会復帰をお手伝いしています。

愛媛県新居浜市角野新田町1-1-28
TEL0897-41-2258

グ ル ー プ ホ ー ム 船 木 の 里
◎単身生活が困難な患者さまの生きがいをもった自立への道を援助しています。

愛媛県新居浜市国領甲4819-5
TEL0897-41-2258

訪問看護ステーションれんげの会
◎患者さまのご家庭に伺い、療養上のお世話・援護を行っています。

愛媛県新居浜市角野新田町1-1-28
TEL0897-43-5653

指定相談支援事業所まごころの会
◎生活に関する相談や福祉サービスの紹介などを行っています。

愛媛県新居浜市角野新田町1-1-28
TEL0897-47-6682

グ ル ー プ ホ ー ム む つ み の 家
◎お年寄りの生活にふさわしい環境の中で共同生活を行い、生活能力の回復と維持を図っています。

愛媛県新居浜市中萩町9-52
TEL0897-43-1022

関 連 施 設

JR新居浜駅より南  約5㎞
〈市内バス〉 山根グランドバス停より徒歩 …… 約10分
〈タクシー〉 JR新居浜駅より………………… 約10分
〈車〉 新居浜ICより西 約2㎞ ………… 約3分

■ 交通のご案内

■ 所在地のご案内

〒792-0844  愛媛県新居浜市角野新田町1-1-28

http://www.juzenhp.jp/
E-mail  juzen@juzenhp.jp

TEL0897-41-2222  FAX0897-41-2224

〈理念〉

一. 私達は、 前向きで建設的に考えよう。

一. 私達は、 開かれた医療を展開して行こう。

一. 私達は、 自ら学び、 研鑽し続けよう。

十全ユリノキ病院
精神科応急入院指定病院

〈基本方針〉

1. 思いやりある、 利用者中心の医療を目指す。

2. 過不足のない支援で、 社会復帰を促進する。

3. 働き甲斐のある、 職場を創り出す。

《年４回発行》

あたたかい心、思いやりの心、私達は心の医療を推進します。

十全ユリノキ病院



西 条 保 健 所 主 催

「地域移行支援事業 病院茶話会」が
開催されました！！
　2019年９月９日
㈪、当院において

病院茶話会が開催されました！
　この茶話会は、2010年より始まった地域移行支援事業
の一環で、地域の福祉サービス事業所やピアサポーター
の方々にご協力いただき、毎年夏から秋頃に年２回開催し
ています。
　今回は、２名のピアサポーターの方に体験発表をしてい
ただきました。発病から現在の生活の様子まで、なかな
かお聞きすることのできない貴重なお話をしていただき
ました。また新居浜市役所の担当者から、市で発行され

ている社会資源マップの紹介と説明を受けた後、グループ
に分かれて座談会を行いました。ひと月の生活費はどの
くらいかかっているのか、困りごとがあった時など誰に相
談をしているのか等、ピアサポーターの方々に積極的に質
問されている姿が見られました。
　終了後、参加者からは「実体験が聞けたのでとても参考
になった」「もっと自分に使えそうなサービスが知りたい」
「病院外の人と話せて気分転換になった」との感想が寄せ
られ、11月に予定している次回茶話会を楽しみにされて
いる様子でした。今後もこの活動が退院について考える
良いきっかけになればと思います。

緊急招集訓練

　今日、救急医療の研修は多様化しています。AHA（ア
メリカ心臓協会）やICLS（日本救急医学会）、ISLSなど
様々な研修が毎月のように全国のあちらこちらで開催さ
れ、救急蘇生法のガイドラインも年々更新されているの
が現状です。
　そこでユリノキ病院では年に２回コードブルーの緊急
招集訓練を実施し、急変時に必要なスキルを職員に学ん
でもらっています。
　今回はISLS「脳卒中初期診療に必要なスキル」を学ん
でもらいました。参加者には実際に模擬患者が演じる
意識レベルをE開眼・V言語・M運動の３分野に分けて

評価してもらいま
した。
　例えば呼びかけ
に反応がなく、痛み
刺激で手が逃げるよう
な動きと顔をそむける患者
の意識レベルの合計は６点（E1・V1・M4）であるという
ことなどを学んでもらいました。
　これからも定期的に救命処置の勉強会を開催し、迅速
かつ適切な救命処置を行うことができるスキルを持った
人材を育成していきたいと考えています。

コードブルーコードブルーを実施しました!!
　2019年９月17日㈫、新居浜市にある、社会福祉法人宝集会「グループ
ホーム集い」にて事例検討会を開催しました。今回は40名の参加があり、
５つのグループに分かれて、認知症の方や家族の方への介入方法や支援
について検討しました。
　今年度より当センターでは、市内の高齢者施設に伺い、事例検討会の
前に施設見学をさせて頂いております。高齢者の方がどのような支援
を、どのような環境で受けているのか。そしてその施設の取り組みにつ
いて、現場を直接目にする貴重な機会となっています。この取り組みは、
施設見学の後に行っている事例検討会をより実りあるものとしています。
　この事例検討会は2015年から新居浜市・西条市の居宅介護支援事業
所や地域包括支援センターの職員を対象として開催しています。毎年両
市で２回ずつ開催し、認知症の方や、家族の方について理解を深めてい
ます。これからも、認知症の方々の地域生活を支えている関係各所の皆
様と顔の見える関係作りを図り、認知症の様々な事例を通して、住み慣
れた地域で生活していくためのヒントを模索していきたいと思います。

認 知 症 疾 患 医 療 セ ン タ ー

事例検討会を開催しました!!

　皆さんはユマニチュードとい
う言葉を聞いたことはありま
すか？
　この言葉はフランス語で「人
間らしさ」もしくは「人間らしさ
を取り戻す」という意味を持っています。そして、
1979年にフランスの体育学教師だったイヴ・ジネスト
氏とロゼット・マレスコッティ氏の２人により知覚・感情・
言語による包括的コミュニケーションに基づいた認知
症ケア技法として世に誕生し、日本の医療や介護の現
場でも知られるようになりました。
　ユマニチュードでは「見る」「話す」「触れる」「立つ」と
いう人間の特性に働きかけます。水平に目を合わせて、

正面から顔を近づけ見つめる時間を長くとります。そ
してポジティブな表現を、穏やかに優しいトーンで語り
かけます。
　また、触れる時には手のひら全体を使い、優しくな
でるようにするなど、様々なテクニックが認知症の方と
よりポジティブな関係を築くことを助けます。
　ユマニチュードの技術を実践することで、「攻撃的
だった認知症高齢者の言動や表情が穏やかになった」、
「家族や看護師の言うことを素直に受け入れてくれるよ
うになった」といった認知症緩和の実例が多く報告され
ています。
　十全ユリノキ病院には、ユマニチュード認定インスト
ラクターが２名在籍しており、ユマニチュードの技術を
看護・介護の現場に取り入れています。この技術を通し
て、患者さんと職員のお互いが「大切な存在である」と
いう気持ちを持てる様に、ケアに取り組んでいきたい
と思います。

ユマニチュードって
知ってますか?


